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Ⅰ 調査概要 

 

１．調査の目的 

大阪府では「大阪府自殺対策基本指針」を基に自殺対策事業を展開している。次期指針の

改定に向け、大阪府の自殺対策事業の評価及び、令和２年に増加に転じた府内における自殺

者数について、新型コロナウイルス感染症などの背景がどのように作用したのか検証するた

めに実施した。 

２．調査実施概要 

対 象 大阪府在住の満18歳以上の男女個人2,000人 

調査実施時期 令和４年７月14日（木）～７月19日（火） 

調査方法 

 ＷＥＢ回答方式（インターネットリサーチ会社が保有するモニターから上

記対象に該当する方に対し調査協力を依頼） 

 居住地域別男女別年代別に回収目標とするモニター数を割り当て、2,000

人の回答を得るまで配信。 

有効回答数 2,008人（うち８人は性別を「その他」と回答した方） 

３．調査項目 

（１）大阪府の自殺対策について 

（２）悩みやストレスに関することについて 

（３）うつに関することについて 

（４）自殺に関する意識について 

（５）今後の自殺対策について 

４．報告書の見方 

① 回答は、各質問の回答者数（ｎ）を基数とした百分率（％）で示し、小数点第２位を四捨

五入した。（比率の合計が100.0％にならない場合がある。） 

② 図表上の「ＭＡ％」という表記は複数回答（Multiple Answer の略）の、また、「ＬＡ％」

という表記は制限つき複数回答（Limited Answer の略）の意味である。 

③ コンピュータ入力の都合上、図表において、回答選択肢の見出しを簡略化している場合が

ある。 

④ 集計上の居住地域区分は次のとおり。 

大阪市域 大阪市 

北部大阪地域 豊中市、池田市、吹田市、高槻市、茨木市、箕面市、摂津市、島本町、豊能町、

能勢町 

東部大阪地域 守口市、枚方市、八尾市、寝屋川市、大東市、柏原市、門真市、東大阪市、四條

畷市、交野市 

南部大阪地域 堺市、岸和田市、泉大津市、貝塚市、泉佐野市、富田林市、河内長野市、松原市、

和泉市、羽曳野市、高石市、藤井寺市、泉南市、大阪狭山市、阪南市、忠岡町、

熊取町、田尻町、岬町、太子町、河南町、千早赤阪村 

⑤ 本文中で比較している『全国調査』とは、令和３年度に厚生労働省が実施した「自殺対策

に関する意識調査」のことである。  
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Ⅱ 調査結果 

 

１．回答者の属性 

（１）性別 

【図1-1 性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の性別は、「男性」が47.4％、「女性」が52.2％となっている。（図1-1） 

 

 

（２）年齢 

【図1-2 年齢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の年齢は、「60代」が24.8％で最も多く、次いで「40代」が17.8％、「50代」が16.3％

となっている。（図1-2） 
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（３）居住地域 

【図1-3-1 居住市町村】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図1-3-2 居住地域】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の居住地域は、「大阪市域」が31.7％で最も多く、次いで「南部大阪地域」が26.0％、

「東部大阪地域」が21.1％、「北部大阪地域」が20.2％となっている。（図1-3-2） 
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市区町村 件 ％ 市区町村 件 ％ 市区町村 件 ％

大阪府全体 2,008 100.0 豊中市 87 4.3 岸和田市 35 1.7
大阪市都島区 27 1.3 池田市 38 1.9 泉大津市 13 0.6
大阪市福島区 18 0.9 吹田市 103 5.1 貝塚市 12 0.6
大阪市此花区 17 0.8 高槻市 68 3.4 泉佐野市 22 1.1
大阪市西区 28 1.4 茨木市 74 3.7 富田林市 38 1.9
大阪市港区 14 0.7 箕面市 22 1.1 河内長野市 35 1.7
大阪市大正区 8 0.4 摂津市 11 0.5 松原市 28 1.4
大阪市天王寺区 19 0.9 島本町 1 0.0 和泉市 35 1.7
大阪市浪速区 12 0.6 豊能町 1 0.0 羽曳野市 29 1.4
大阪市西淀川区 19 0.9 能勢町 1 0.0 高石市 17 0.8
大阪市東淀川区 46 2.3 守口市 33 1.6 藤井寺市 17 0.8
大阪市東成区 21 1.0 枚方市 83 4.1 泉南市 11 0.5
大阪市生野区 23 1.1 八尾市 74 3.7 大阪狭山市 15 0.7
大阪市旭区 23 1.1 寝屋川市 47 2.3 阪南市 7 0.3
大阪市城東区 39 1.9 大東市 25 1.2 忠岡町 6 0.3
大阪市阿倍野区 31 1.5 柏原市 16 0.8 熊取町 12 0.6
大阪市住吉区 38 1.9 門真市 30 1.5 田尻町 2 0.1
大阪市東住吉区 33 1.6 東大阪市 93 4.6 岬町 2 0.1
大阪市西成区 13 0.6 四條畷市 21 1.0 太子町 5 0.2
大阪市淀川区 50 2.5 交野市 22 1.1 河南町 2 0.1
大阪市鶴見区 14 0.7 堺市堺区 30 1.5 千早赤阪村 1 0.0
大阪市住之江区 33 1.6 堺市中区 17 0.8
大阪市平野区 48 2.4 堺市東区 26 1.3
大阪市北区 34 1.7 堺市西区 33 1.6
大阪市中央区 28 1.4 堺市南区 34 1.7
（大阪市計） 636 31.7 堺市北区 31 1.5

堺市美原区 7 0.3
（堺市計） 178 8.9
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（４）職業 

【図1-4 職業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の職業は、「勤めている（常勤）」が32.1％で最も多く、次いで「勤めている（パー

ト・アルバイト）」が21.9％、「専業主婦・主夫」が18.8％となっている。（図1-4） 

 

 

（５）同居家族の有無 

【図1-5 同居家族の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同居家族の有無については、「いる」が74.2％に対し、「いない」が25.8％となっている。

（図1-5） 
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（６）結婚の有無 

【図1-6 結婚の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚の有無については、「既婚（有配偶者）」が55.6％で最も多く、次いで「未婚」が33.9％、

「既婚（離別・死別）」が10.5％となっている。（図1-6） 

 

 

（７）子どもの有無 

【図1-7 子どもの有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの有無については、「いる」が53.2％に対し、「いない」が46.8％となっている。（図

1-7） 
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２．大阪府の自殺対策について 

（１）自殺対策の認知度 
 

問１ 自殺対策に関することについて、以下の項目のうち知っているものをお教えください。

（複数回答可） 

 

【図2-1 自殺対策の認知度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自殺対策の認知度については、「大阪府こころの健康総合センターサイト「こころのオアシ

ス」」が12.2％で最も多く、次いで「厚生労働省特設サイト「まもろうよこころ」」が11.1％、

「自殺予防週間」が9.5％となっている。一方、「いずれも知らない」は73.8％を占めている。

（図2-1） 

性別でみると、男女とも「いずれも知らない」が70％以上を占めているが、知っている自殺

対策は、男女とも「大阪府こころの健康総合センターサイト「こころのオアシス」」（男性10.4％、

女性13.8％）が最も多く、男性は同率で「厚生労働省特設サイト「まもろうよこころ」」が最

も多くなっている。（図2-1-1） 
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【図2-1-1 性別 自殺対策の認知度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別でみると、「大阪府こころの健康総合センターサイト「こころのオアシス」」は60代以

上で最も高いが、それ以外の自殺対策はいずれも18～29歳で最も高くなっている。（図2-1-2） 

 

【図2-1-2 年代別 自殺対策の認知度】 
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（２）大阪府の相談窓口で知っているもの 
 

問２ 大阪府では、自殺対策の一環としてメンタルヘルスに関する相談窓口を設置していま

す。 

次の相談窓口のうち、知っているものをすべて教えてください。（複数回答可） 

 

【図2-2 大阪府の相談窓口で知っているもの】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪府の相談窓口で知っているものについては、「こころの健康相談統一ダイヤル」が

21.3％で最も多く、次いで「各市町村の相談窓口」が11.6％、「新型コロナこころのフリーダ

イヤル（電話相談）」が9.4％となっている。（図2-2） 
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性別でみると、男女とも「いずれも知らない」が60％前後を占めているが、知っているもの

では男女とも「こころの健康相談統一ダイヤル」が最も多く、男女で大きな差はみられない。

（図2-2-1） 

 

【図2-2-1 性別 大阪府の相談窓口で知っているもの】 
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年代別でみると、知っているものはいずれの年代も「こころの健康相談統一ダイヤル」が

最も多く、18～29歳が26.4％で最も高くなっている。また、「各市町村の相談窓口」や「新型

コロナこころのフリーダイヤル（電話相談）」、「保健所のこころの健康相談」は60代以上で最

も高くなっている。（図2-2-2） 

 

【図2-2-2 年代別 大阪府の相談窓口で知っているもの】 
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３．悩みやストレスに関することについて 

（１）相談や助けを求めることへのためらい有無 
 

問３ あなたが、悩みを抱えた場合やストレスを感じた場合、誰かに相談したり、助けを求

めたりすることにためらいを感じますか。 

あなたのお考えに最も近いものを教えてください。 

 

【図3-1 相談や助けを求めることへのためらい有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誰かに相談したり、助けを求めることにためらいを感じるかについては、「どちらかという

とそう思う」が32.5％で最も多く、次いで「そうは思わない」が18.9％となっており、「そう

思う」（14.0％）と「どちらかというとそう思う」をあわせた『ためらいを感じる』は46.5％、

一方、「どちらかというとそうは思わない」（18.6％）と「そうは思わない」をあわせた『ため

らいを感じない』は37.5％となっている。（図3-1） 

厚生労働省が実施した令和３年度自殺対策に関する意識調査（以下「全国調査」という。）

と比較すると、『ためらいを感じる』は全国調査（38.8％）より7.7ポイント高くなっている。 
 

《参考》「令和３年度自殺対策に関する意識調査」（厚生労働省） 

Q6(1) 相談や助けを求めることへのためらい 
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性別でみると、『ためらいを感じる』は女性（44.8％）より男性（48.3％）のほうが3.5ポイ

ント高くなっている。（図3-1-1） 

 

【図3-1-1 性別 相談や助けを求めることへのためらい有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別でみると、『ためらいを感じる』は40代（51.3％）で最も高く、次いで30代（48.1％）

となっている。（図3-1-2） 

 

【図3-1-2 年代別 相談や助けを求めることへのためらい有無】 
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（２）相談や助けを求めることにためらいを感じる理由 
 

〇「そう思う」又は、「どちらかというとそう思う」と答えた方に質問します。 

問４ 誰かに相談したり、助けを求めたりすることにためらいを感じる理由について、あて

はまるものを教えてください。（複数回答可） 

 

【図3-2 相談や助けを求めることにためらいを感じる理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談や助けを求めることにためらいを感じると回答した人に、その理由をたずねると、「悩

みを話すことに抵抗を感じるから」が46.5％で最も多く、次いで「相談しても解決できない

と思うから」が38.2％、「相談することで、相手に心配をかけたり困らせてしまうと思うから」

が35.8％となっている。（図3-2） 

全国調査は選択肢が違うため比較はできないが、全国調査では「身近な人には相談したく

ない悩み」が52.2％を占めている。 
 

《参考》「令和３年度自殺対策に関する意識調査」（厚生労働省） 

Q6(2) 相談や助けを求めることにためらう理由 
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性別でみると、男女とも「悩みを話すことに抵抗を感じるから」が最も多く、女性（43.3％）

より男性（50.2％）のほうが6.9ポイント高くなっている。また、「相談することで、相手に心

配をかけたり困らせてしまうと思うから」は男性（30.7％）より女性（40.7％）のほうが10.0

ポイント高く、差が大きくなっている。（図3-2-1） 

 

【図3-2-1 性別 相談や助けを求めることにためらいを感じる理由】 
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年代別でみると、「相談することで、相手に心配をかけたり困らせてしまうと思うから」、

「誰に相談していいかわからないから」、「病院等の専門家に相談したいが相談するハードル

が高く感じるから」、「過去に、身近な人に相談したが、未解決や嫌な思いをしたから」、「過去

に、病院等の専門家に相談したが未解決や嫌な思いをしたから」は若い年代ほど割合が高い

傾向にあり、18～29歳で最も高くなっている。（図3-2-2） 

 

【図3-2-2 年代別 相談や助けを求めることにためらいを感じる理由】 
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（３）悩みやストレスの原因 
 

問５ あなたが、今までに抱えた悩みやストレスについて、お聞きします。 

悩みやストレスの原因は何ですか。（複数回答可） 

 

【図3-3 悩みやストレスの原因】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悩みやストレスの原因については、「勤務問題」が32.7％で最も多く、次いで「家庭問題」

が28.5％、「健康問題」が23.9％となっている。（図3-3） 
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性別でみると、男性は「勤務問題」（36.0％）が最も多く、次いで「経済・生活問題」（25.8％）

となっているが、女性は「家庭問題」（36.0％）が最も多く、次いで「勤務問題」（29.7％）と

なっている。（図3-3-1） 

 

【図3-3-1 性別 悩みやストレスの原因】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.0

20.3

21.6

25.8

8.8

7.8

5.9

2.4

30.1

0.4

29.7

36.0

25.9

21.8

10.8

9.0

8.9

2.8

26.0

0.0

0 10 20 30 40

男性(n=952) 女性(n=1,048)

勤務問題

家庭問題

健康問題

経済・生活問題

孤独感

交際問題

学校問題

その他

わからない

無回答

(MA%)



- 18 - 

年代別でみると、18～50代までの年代は「勤務問題」が最も多く、60代以上は「家庭問題」

が最も多くなっている。また、「交際問題」、「学校問題」は18～29歳で最も高い割合となって

いる。（図3-3-2） 

 

【図3-3-2 年代別 悩みやストレスの原因】 
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性年代別でみると、男性の40・50代、女性の30代はそれぞれ「勤務問題」が40％台と高く、

女性の30代以上は「家庭問題」が40％前後を占め高い割合となっている。また、「孤独感」、

「学校問題」はいずれの年代も男性より女性のほうが高い割合となっている。（図3-3-3） 

 

【図3-3-3 性年代別 悩みやストレスの原因】 
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（４）悩みやストレスの原因として新型コロナ感染症拡大の影響有無 
 

問６ 悩みやストレスの原因には、新型コロナ感染症拡大の影響があったと思いますか。 

 

【図3-4 悩みやストレスの原因として新型コロナ感染症拡大の影響有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悩みやストレスの原因には、新型コロナ感染症拡大の影響があったかについては、「影響は

なかった」が57.0％で最も多く、「影響があったと思う」が21.4％、「わからない」が21.7％と

なっている。（図3-4） 

性別でみても、男女で大きな差はみられない。（図3-4-1） 

 

【図3-4-1 性別 悩みやストレスの原因として新型コロナ感染症拡大の影響有無】 

 

 

 

 

 

 

 

年代別でみると、「影響があったと思う」は18～29歳（25.2％）で最も高く、60代以上（17.4％）

で最も低くなっている。（図3-4-2） 

 

【図3-4-2 年代別 悩みやストレスの原因として新型コロナ感染症拡大の影響有無】 
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（５）新型コロナ感染症拡大の影響による悩みやストレスの原因 
 

〇「新型コロナ感染症拡大の影響があったと思う」と答えた人にお聞きします。 

問７ 悩みやストレスの原因について教えてください。（複数回答可） 

 

【図3-5 新型コロナ感染症拡大の影響による悩みやストレスの原因】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナ感染症拡大の影響があったと思うと回答した人に、その悩みやストレスの原因

についてたずねると、「趣味や娯楽がしにくくなった」が52.1％で最も多く、次いで「同居家

族以外の家族や友人と交流が少なくなった」が44.4％、「自分や家族の感染への不安」が43.2％

となっている。（図3-5） 
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趣味や娯楽がしにくくなった

同居家族以外の家族や友人と交流が少なくなった

自分や家族の感染への不安

自分や家族の収入が減った

医療機関に受診しづらくなった

感染した人や濃厚接触者に対する偏見や差別

家庭内でのいさかいが増えた

病気等の悩みの話をしたり悩みを聞いてもらう機会
が少なくなった

リモートワーク・リモート授業が増えた

仕事や家事、勉強の効率が落ちた

仕事を失った

就職活動がしにくくなった

友人や同僚との人間関係が悪化した

希望する仕事に就職できなかった

福祉・介護サービスを利用しづらくなった

その他

無回答

(MA%)
(n=428)
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性別でみると、男女とも「趣味や娯楽がしにくくなった」が最も多く、男性49.0％、女性

55.2％と女性のほうが6.2ポイント高くなっている。次いで女性は「同居家族以外の家族や友

人と交流が少なくなった」（52.0％）が多く、男性（36.3％）より15.7ポイント高くなってい

る。（図3-5-1） 

 

【図3-5-1 性別 新型コロナ感染症拡大の影響による悩みやストレスの原因】 
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同居家族以外の家族や友人と交流が少なくなった
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希望する仕事に就職できなかった
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その他

無回答

(MA%)
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年代別でみると、「趣味や娯楽がしにくくなった」は18～29歳（59.7％）、50代（55.3％）、

60代以上（51.5％）で50％を超えている。また、「同居家族以外の家族や友人と交流が少なく

なった」は60代以上（52.3％）で最も高く、「自分や家族の感染への不安」は50代（55.3％）

で最も高くなっている。（図3-5-2） 

 

【図3-5-2 年代別 新型コロナ感染症拡大の影響による悩みやストレスの原因】 
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（６）最も影響を受けた時期 
 

〇「新型コロナ感染症拡大の影響があったと思う」と答えた人にお聞きします。 

問８ 最も影響を受けたのはどの時期ですか。 

 

《参 考》  

令和2年1月～5月頃 大型客船内での感染拡大、感染拡大「第1波」1回目の緊急事態宣言発令 

令和2年6月～9月頃 感染拡大「第2波」 

令和2年10月～令和3年2月頃 感染拡大「第3波」2回目の緊急事態宣言発令 

令和3年3月～6月頃 感染拡大「第4波」3回目の緊急事態宣言発令 

令和3年7月～11月頃 感染拡大「第5波」4回目の緊急事態宣言発令 

令和3年12月～令和4年3月頃 感染拡大「第6波」 

令和4年4月以降  

 

【図3-6 最も影響を受けた時期】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナ感染症拡大の影響があったと思うと回答した人に、最も影響を受けた時期をた

ずねると、「令和２年１月～５月頃」が30.6％で最も多く、次いで「令和２年６月～９月頃」

が14.7％、「令和２年10月～令和３年２月頃」が13.8％となっている。（図3-6） 
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わからない

無回答

(%)
(n=428)
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全国調査では、「2020年３～４月頃（「第一波」、１回目緊急事態宣言）」が28.0％で最も多く

なっている。 
 

《参考》「令和３年度自殺対策に関する意識調査」（厚生労働省） 

Q20(3) 新型コロナウイルス感染症流行以降の心情や考えの変化を強く感じた時期 

 

 

 

 

性別でみると、男女とも「令和２年１月～５月頃」（男性30.4％、女性30.5％）が最も多く、

次いで男性は「令和２年10月～令和３年２月頃」（17.2％）、女性は「令和２年６月～９月頃」

（15.2％）となっている。（図3-6-1） 

 

【図3-6-1 性別 最も影響を受けた時期】 
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年代別でみると、いずれの年代も「令和２年１月～５月頃」が最も多いが、なかでも30代

（43.5％）が最も高い割合となっている。（図3-6-2） 

 

【図3-6-2 年代別 最も影響を受けた時期】 
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（７）コロナ禍での身近な人の心情や考えの変化 
 

問９ コロナ禍であなたの家族や友人など、身近な人の心情や考えに変化があったと感じま

すか。 

あてはまるものすべて教えてください。（複数回答可） 

 

【図3-7 コロナ禍での身近な人の心情や考えの変化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍での身近な人の心情や考えの変化については、「特に変化はなかったようだ」が

37.8％で最も多い。一方、変化があったようだと感じた人では「自分や家族への感染の不安

を感じるようになったようだ」が28.1％で最も多く、次いで「感染対策を過剰に意識するよ

うになり、ストレスを感じたようだ」が15.5％、「自分や家族の仕事や収入に関する不安を感

じたようだ」が14.8％となっている。（図3-7） 
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自分や家族への感染の不安を感じるようになったようだ

感染対策を過剰に意識するようになり、ストレスを
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自分や家族の仕事や収入に関する不安を感じたようだ

同居家族以外の人とのつながりが少なくなり孤独を
感じたようだ

家族関係の悪化や家族との考え方の違いに悩まされた
ようだ

感染者や濃厚接触者への偏見や差別に不安やストレスを
感じたようだ

同僚や友人等との関係の悪化や考え方の違いに
悩まされたようだ

自分や家族の学生生活に関する不安を感じたようだ

自分や家族の勉強や進学に関する不安を感じたようだ

その他

特に変化はなかったようだ

わからない

無回答

(MA%)
(n=2,008)
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全国調査では、「不安を強く感じるようになった」が45.7％で最も多く、「感染対策を過剰

に意識、ストレスを感じた」（40.2％）、次いで「家族以外の人とのつながりの減少、孤独感」

（22.5％）となっている。 
 

《参考》「令和３年度自殺対策に関する意識調査」（厚生労働省） 

Q21(1) 新型コロナウイルス感染症流行以降の身近な人の心情や考えの変化 
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性別でみると、男女とも「特に変化はなかったようだ」（男性40.7％、女性35.2％）が最も

多いが、変化があったようだと感じた人では男女とも「自分や家族への感染の不安を感じる

ようになったようだ」（男性25.2％、女性30.8％）が最も多く、男性より女性のほうが5.6ポイ

ント高くなっている。（図3-7-1） 

 

【図3-7-1 性別 コロナ禍での身近な人の心情や考えの変化】 
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年代別でみると、変化があったようだと感じた人ではいずれも「自分や家族への感染の不

安を感じるようになったようだ」が最も多く、なかでも30代（32.2％）で最も高くなってい

る。（図3-7-2） 

 

【図3-7-2 年代別 コロナ禍での身近な人の心情や考えの変化】 
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（８）身近な人の心情や考えの変化への対応 
 

〇「特に変化はなかったようだ」と答えた人以外の方にお聞きします。 

問10 身近な人の心情や考えの変化に対し、具体的な行動を起こしましたか。あてはまるも

のを教えてください。（複数回答可） 

 

【図3-8 身近な人の心情や考えの変化への対応】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍での身近な人の心情や考えの変化があったと回答した人に、その変化に対し起こ

した具体的な行動についてたずねると、「特に何もしなかった」が39.1％で最も多い。一方、

行動を起こした人では「家族でコミュニケーションをとる機会を多く持つようにした」が

24.7％で最も多く、次いで「積極的に声をかけたり、連絡をしたりと悩みを聞くように努め

た」が14.5％、「不安を感じたり悩んだりしている人に「がんばろう」等と励ました」が9.3％

となっている。（図3-8） 
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全国調査では、「家族でコミュニケーションをとる機会を多く持つようにした」が30.1％で

最も多く、次いで「積極的な声かけや、連絡をした」が23.2％となっている。 

 

《参考》「令和３年度自殺対策に関する意識調査」（厚生労働省） 

Q21(2) 身近な人の心情や考えの変化に対し起こした行動 · 

 

 

 

 

 

性別でみると、行動を起こした人では男女とも「家族でコミュニケーションをとる機会を

多く持つようにした」が最も多く、男女で大きな差はみられない。（図3-8-1） 

 

【図3-8-1 性別 身近な人の心情や考えの変化への対応】 
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年代別でみると、行動を起こした人では「積極的に声をかけたり、連絡をしたりと悩みを

聞くように努めた」、「不安を感じたり悩んだりしている人に「がんばろう」等と励ました」、

「有効な感染症対策を調べ、アドバイスをした」、「医療機関への受診を提案した」、「保健所

など公的機関への相談を提案した」、「メンタルヘルスに関する電話相談やＳＮＳ相談の利用

を提案した」で、それぞれ18～29歳が最も高い割合となっている。（図3-8-2） 

 

【図3-8-2 年代別 身近な人の心情や考えの変化への対応】 
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４．うつに関することについて 

（１）うつと感じたことやうつ病と診断されたことの有無 
 

問11 今までに「うつかもしれない」と感じたことやうつ病と診断されたことはありますか。 

 

【図4-1 うつと感じたことやうつ病と診断されたことの有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うつと感じたことやうつ病と診断されたことがあるかについては、「いいえ」が68.2％で最

も多く、次いで「「うつかもしれない」と感じたことがある」が23.1％、「うつ病と診断された

ことがある」が8.6％となっている。（図4-1） 

性別でみても、男女で大きな差はみられない。（図4-1-1） 

 

【図4-1-1 性別 うつと感じたことやうつ病と診断されたことの有無】 
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年代別でみると、「うつ病と診断されたことがある」は40代（13.4％）で最も高く、「「うつ

かもしれない」と感じたことがある」も40代（28.3％）で最も高くなっている。（図4-1-2） 

 

【図4-1-2 年代別 うつと感じたことやうつ病と診断されたことの有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性年代別でみると、「うつ病と診断されたことがある」は男性の40代（14.9％）で最も高く、

「「うつかもしれない」と感じたことがある」は女性の30代（31.6％）で最も高くなっている。

（図4-1-3） 

 

【図4-1-3 性年代別 うつと感じたことやうつ病と診断されたことの有無】 
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職業別でみると、「うつ病と診断されたことがある」は無職（12.8％）で最も高く、「「うつ

かもしれない」と感じたことがある」は自営業（34.4％）で最も高くなっている。（図4-1-4） 

 

【図4-1-4 職業別 うつと感じたことやうつ病と診断されたことの有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

67.9

69.2

60.2

58.9

73.5

65.7

67.3

62.5

23.9

22.8

34.4

28.6

19.4

21.5

29.1

12.5

8.1

8.0

5.4

12.5

7.2

12.8

1.8

25.0

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.8

0.0

いいえ

「うつかもしれない」と

感じたことがある

うつ病と診断されたことがある

無回答
勤めている（常勤）

(n=645)

勤めている（パート・アルバイト）
(n=439)

自営業
(n=93)

自由業
(n=56)

専業主婦・主夫
(n=377)

無職
(n=335)

学生
(n=55)

その他
(n=8)

(%)
0 20 40 60 80 100



- 37 - 

（２）うつ状態の原因として新型コロナ感染症拡大の影響有無 
 

〇「うつかもしれない」と感じたことがある又は、うつ病と診断された方にお聞きします。 

問12 そのような状況になった（もしくはそのような状況が悪化した）原因として、新型コ

ロナ感染症拡大の影響があったと思いますか。 

 

【図4-2 うつ状態の原因として新型コロナ感染症拡大の影響有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「うつかもしれない」と感じたことがある、またはうつ病と診断されたことがあると回答

した人に、そのような状況になった原因として、新型コロナ感染症拡大の影響があったと思

うかについては、「影響はなかった」が56.9％で最も多く、次いで「影響があったと思う」が

20.9％となっている。（図4-2） 

性別でみると、「影響があったと思う」は女性（17.6％）より男性（24.7％）のほうが7.1ポ

イント高くなっている。（図4-2-1） 

 

【図4-2-1 性別 うつ状態の原因として新型コロナ感染症拡大の影響有無】 
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年代別でみると、「影響があったと思う」は若い年代ほど割合が高く、18～29歳（23.5％）

で最も高くなっている。（図4-2-2） 

 

【図4-2-2 年代別 うつ状態の原因として新型コロナ感染症拡大の影響有無】 
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（３）うつ状態の原因 
 

〇「うつかもしれない」と感じたことがある又は、うつ病と診断された方にお聞きします。 

問13 原因として思い当たることがあればすべて教えてください。（複数回答可） 

 

【図4-3 うつ状態の原因】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「うつかもしれない」と感じたことがある、またはうつ病と診断されたことがあると回答

した人に、その原因として思い当たることについてたずねると、「勤務問題」が42.5％で最も

多く、次いで「家庭問題」が31.3％、「経済・生活問題」が28.9％、「健康問題」が28.5％となっ

ている。（図4-3） 
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性別でみると、男性は「勤務問題」（50.0％）が最も多いが、女性は「家庭問題」（37.8％）

が最も多くなっている。（図4-3-1） 

 

【図4-3-1 性別 うつ状態の原因】 
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年代別でみると、「勤務問題」は40代（51.0％）が最も高く、次いで50代（49.2％）となっ

ている。「家庭問題」は30代（37.9％）が最も高く、「経済・生活問題」は40代（38.3％）で最

も高くなっている。（図4-3-2） 

 

【図4-3-2 性別 うつ状態の原因】 
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性年代別でみると、「勤務問題」は男性の50代（68.5％）で最も高く、次いで男性の40代

（58.7％）となっている。女性の30代以上では、「家庭問題」が40％前後を占め、高い割合と

なっている。（図4-3-3） 

 

【図4-3-3 性年代別 うつ状態の原因】 
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職業別でみると、「勤務問題」は自由業（65.2％）で最も高く、次いで「勤めている（常勤）」

（58.3％）となっている。「経済・生活問題」、「健康問題」では自由業が最も高くなっている。

（図4-3-4） 

 

【図4-3-4 職業別 うつ状態の原因】 
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（４）うつ状態に初めてなった時期 
 

〇「うつかもしれない」と感じたことがある又は、うつ病と診断された方にお聞きします。 

問14 一番最初にそのような状況になったのはいつ頃の時ですか。 

 

【図4-4 うつ状態に初めてなった時期】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「うつかもしれない」と感じたことがある、またはうつ病と診断されたことがあると回答

した人に、そのような状況に初めてなった時期についてたずねると、「20代」が26.3％で最も

多く、次いで「40代」が16.7％、「30代」が14.6％となっている。（図4-4） 

性別でみると、男女とも「20代」が最も多く、男性（22.9％）より女性（28.7％）のほうが

5.8ポイント高くなっている。（図4-4-1） 

 

【図4-4-1 性別 うつ状態に初めてなった時期】 
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性年代別でみると、男女ともに18～29歳、女性の30代は「20代」が最も多く、男性の30代、

女性の40代は「30代」、男性の40・50代は「40代」、男性の60代以上、女性の50代、60代以上は

「50代」が最も多くなっている。（図4-4-2） 

 

【図4-4-2 性年代別 うつ状態に初めてなった時期】 
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職業別でみると、専業主婦・主夫は「30代」（23.0％）が最も多いが、それ以外の職業では

「20代」が最も多くなっている。（図4-4-3） 

 

【図4-4-3 職業別 うつ状態に初めてなった時期】 
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（５）利用した相談機関 
 

〇「うつかもしれない」と感じたことがある又は、うつ病と診断された方にお聞きします。 

問15 次の相談機関等を利用しましたか。（複数回答可） 

 

【図4-5 利用した相談機関】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「うつかもしれない」と感じたことがある、またはうつ病と診断されたことがあると回答

した人に、利用した相談機関についてたずねると、「利用していない」が59.1％で最も多くなっ

ている。一方、相談した人では「精神科や心療内科等の医療機関」が32.4％で最も多く、次い

で「かかりつけの医療機関（精神科や心療内科等を除く）」が8.5％、「保健所等公的機関」が

3.1％となっている。（図4-5） 

性別でみると、男女とも「利用していない」が約６割を占めているが、利用した人では男女

とも「精神科や心療内科等の医療機関」が最も多く、女性（30.8％）より男性（33.9％）のほ

うが3.1ポイント高くなっている。（図4-5-1） 

 

【図4-5-1 性別 利用した相談機関】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.4

8.5

3.1

2.5

0.5

59.1

0.2

0 20 40 60 80

精神科や心療内科等の医療機関

かかりつけの医療機関（精神科や心療内科等を除く）

保健所等公的機関

メンタルヘルスに関する電話相談やＳＮＳ相談の窓口

その他

利用していない

無回答

(MA%)
(n=636)

33.9

8.9

4.5

2.1

0.0

57.5

0.3

30.8

8.2

2.1

2.9

0.9

60.7

0.0

0 20 40 60 80

男性(n=292) 女性(n=341)

精神科や心療内科等の医療機関

かかりつけの医療機関（精神科や心療内科等を除く）

保健所等公的機関

メンタルヘルスに関する電話相談やＳＮＳ相談の窓口

その他

利用していない

無回答

(MA%)



- 48 - 

年代別でみると、利用した人ではいずれの年代も「精神科や心療内科等の医療機関」が最

も多く、なかでも30～50代が30％台と高い。（図4-5-2） 

 

【図4-5-2 年代別 利用した相談機関】 
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（６）相談機関を利用しなかった理由 
 

〇利用していない人にお聞きします。 

問16 利用しなかったのはなぜですか。（複数回答可） 

 

【図4-6 相談機関を利用しなかった理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談機関を利用しなかったと回答した人に、その理由をたずねると、「精神的な悩みを話す

ことに抵抗があるから」が28.5％で最も多く、次いで「お金がかかることは避けたいから」が

26.1％、「どこを利用したらよいかわからなかったから」が25.8％、「根本的な問題の解決に

はならないから」が25.0％となっている。（図4-6） 
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性別でみると、男女とも「精神的な悩みを話すことに抵抗があるから」が最も多くなって

いる。また、「身近な人に相談できたから」は男性（4.8％）より女性（13.0％）のほうが7.2

ポイント高くなっている。（図4-6-1） 

 

【図4-6-1 性別 相談機関を利用しなかった理由】 
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年代別でみると、「精神的な悩みを話すことに抵抗があるから」と「お金がかかることは避

けたいから」は30代、40代で30％台と高くなっている。「どこを利用したらよいかわからなかっ

たから」、「根本的な問題の解決にはならないから」はそれぞれ30代で最も高く、「何もしなく

ても症状が軽減したから」は高齢になるほど割合が高くなっている。（図4-6-2） 

 

【図4-6-2 年代別 相談機関を利用しなかった理由】 
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５．自殺に関する意識について 

（１）自殺を考えたことの有無 
 

問17 今までの人生のなかで、死にたい気持ちになったことや本気で自殺をしたいと考えた

ことがありますか。 

 

【図5-1 自殺を考えたことの有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

死にたい気持ちになったことや自殺を考えたことについては、「考えたことがない」が

59.6％で最も多く、次いで「死にたい気持ちになったことがある」が31.6％、「本気で自殺を

したいと考えたことがある」が8.5％となっている。（図5-1） 

全国調査では、「自殺したいと思ったことがない」が64.4％に対し、「自殺したいと思った

ことがある」は27.2％となっている。 

 

《参考》「令和３年度自殺対策に関する意識調査」（厚生労働省） 

Q9 本気で自殺したいと考えた経験 
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性別でみると、「考えたことがない」は男性（61.4％）より女性（57.9％）のほうが3.5ポイ

ント低くなっている。（図5-1-1） 

 

【図5-1-1 性別 自殺を考えたことの有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別でみると、「本気で自殺をしたいと考えたことがある」は18～29歳（13.7％）で最も

高く、「死にたい気持ちになったことがある」は40代（37.5％）で最も高くなっている。（図5-

1-2） 

 

【図5-1-2 年代別 自殺を考えたことの有無】 
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職業別でみると、「本気で自殺をしたいと考えたことがある」は学生（23.6％）で最も高く、

「死にたい気持ちになったことがある」は自由業（44.6％）で最も高くなっている。（図5-1-

3） 

 

【図5-1-3 職業別 自殺を考えたことの有無】 
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（２）自殺を考える原因として新型コロナ感染症拡大の影響有無 
 

〇「死にたい気持ちになったことがある」又は「本気で自殺したいと考えたことがある」と答

えた人に質問します。 

問18 原因として、新型コロナ感染症拡大の影響があったと思いますか。 

 

【図5-2 自殺を考える原因として新型コロナ感染症拡大の影響有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

死にたい気持ちになったことがある、または本気で自殺したいと考えたことがあると回答

した人に、その原因として新型コロナ感染症拡大の影響があったかについてたずねると、「影

響はなかった」が75.9％、「影響があったと思う」が10.7％となっている。（図5-2） 

性別でみると、「影響があったと思う」は女性（9.3％）より男性（12.1％）のほうが2.8ポ

イント高くなっている。（図5-2-1） 

 

【図5-2-1 性別 自殺を考える原因として新型コロナ感染症拡大の影響有無】 
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年代別でみると、「影響があったと思う」は18～29歳（15.2％）で最も高く、次いで40代

（13.4％）となっている。「影響がなかった」は年代が上がるにつれ割合が高くなっている。

（図5-2-2） 

 

【図5-2-2 年代別 自殺を考える原因として新型コロナ感染症拡大の影響有無】 
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（３）自殺を考える原因 
 

〇「死にたい気持ちになったことがある」又は「本気で自殺したいと考えたことがある」と答

えた人に質問します。 

問19 そう思うほど悩まれた原因は何ですか。（複数回答可） 

 

【図5-3 自殺を考える原因】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

死にたい気持ちになったことがある、または本気で自殺したいと考えたことがあると回答

した人に、そう思うほど悩んだ原因についてたずねると、「家庭問題」が35.1％で最も多く、

次いで「勤務問題」が29.8％、「経済・生活問題」が26.3％となっている。（図5-3） 
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実際の大阪府の自殺者の原因・動機と比較すると、自殺者の原因・動機では「健康問題」が

74.8％で最も多く、自殺を考える原因（24.8％）より50ポイント高くなっている。一方、「勤

務問題」は自殺を考える原因（29.8％）より19.5ポイント低くなっている。 
 

《参考》自殺者の原因・動機との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自殺者の原因・動機に「孤独感」は、「その他」の小分類に区分されている。自殺者の原因・動機が「不

詳」は「わからない」として示している。 

資料：「大阪府の自殺の概要＜令和３年＞」（警察庁及び大阪府警察本部統計（発見日・発見地）） 
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性別でみると、男性は「勤務問題」が36.0％で最も多く、女性（24.4％）より11.6ポイント

高くなっている。女性は「家庭問題」が44.4％で最も高く、男性（24.2％）より20.2ポイント

高くなっている。（図5-3-1） 

 

【図5-3-1 性別 自殺を考える原因】 
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年代別でみると、18～29歳と40代は「勤務問題」が最も多く、30代、50代、60代以上は「家

庭問題」が最も多くなっている。（図5-3-2） 

 

【図5-3-2 年代別 自殺を考える原因】 
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（４）初めて自殺を考えた時期 
 

〇「死にたい気持ちになったことがある」又は「本気で自殺したいと考えたことがある」と答

えた人に質問します。 

問20 一番最初にそのように思ったのはいつ頃の時ですか。 

 

【図5-4 初めて自殺を考えた時期】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

死にたい気持ちになったことがある、または本気で自殺したいと考えたことがあると回答

した人に、初めてそう思った時期についてたずねると、「20代」が23.7％で最も多く、次いで

「10代後半」が15.3％、「40代」が14.0％となっている。（図5-4） 

性別でみると、男女とも「20代」が最も多く、男性24.2％、女性22.8％となっている。また、

「小中学生の頃」、「10代後半」はいずれも男性より女性のほうが高い割合となっている。（図

5-4-1） 

 

【図5-4-1 性別 初めて自殺を考えた時期】 
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年代別でみると、18～29歳、30代は「20代」が最も多く、次いで「10代後半」が続いている。

（図5-4-2） 

 

【図5-4-2 年代別 初めて自殺を考えた時期】 
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性年代別でみると、男女とも18～29歳、30代は「20代」が最も多く、男性の40代、50代、60

代以上、女性の50代は「40代」が最も多くなっている。（図5-4-3） 

 

【図5-4-3 性年代別 初めて自殺を考えた時期】 
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職業別でみると、自由業は「20代」と「40代」（22.6％）、専業主婦・主夫は「10代後半」と

「40代」（17.1％）、学生は「10代後半」（41.4％）が最も多いが、それ以外の職業は「20代」

が最も多くなっている。（図5-4-4） 

 

【図5-4-4 職業別 初めて自殺を考えた時期】 
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（５）自殺を思いとどまった方法 
 

〇「死にたい気持ちになったことがある」又は「本気で自殺したいと考えたことがある」と答

えた人に質問します。 

問21 そのように考えたとき、どのようにして思いとどまりましたか。（複数回答可） 

 

【図5-5 自殺を思いとどまった方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

死にたい気持ちになったことがある、または本気で自殺したいと考えたことがあると回答

した人に、自殺を思いとどまった方法についてたずねると、「我慢した」が26.7％で最も多く、

次いで「家族や友人、職場の同僚など身近な人に悩みを聞いてもらった」が16.4％、「できる

だけ休養をとるようにした」と「趣味や仕事など他のことで気を紛らわせるように努めた」

がそれぞれ13.4％となっている。一方、「特に何もしなかった」は29.5％を占めている。（図5-

5） 

全国調査と比較すると、「我慢した」は全国調査（37.7％）より11.0ポイント低く、「家族や

恋人など身近な人が悲しむことを考えた」も全国調査（40.3％）より27.4ポイント、「趣味等
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で気を紛らわせるよう努めた」も全国調査（27.7％）より14.3ポイント、それぞれ低くなって

いる。 
 

《参考》「令和３年度自殺対策に関する意識調査」（厚生労働省） 

Q10(2) 自殺を考えたとき，どのようにして思いとどまったか 
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性別でみると、男女とも「特に何もしなかった」が最も多いが、自殺を思いとどまった方法

については、男女とも「我慢した」（男性25.0％、女性28.0％）が最も多く、次いで男性は「で

きるだけ休養をとるようにした」（14.6％）、女性は「家族や友人、職場の同僚など身近な人に

悩みを聞いてもらった」（20.0％）が続いている。（図5-5-1） 

 

【図5-5-1 性別 自殺を思いとどまった方法】 
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趣味や仕事など他のことで気を紛らわせるように努めた
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その他

特に何もしなかった

無回答

(MA%)
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年代別でみると、18～29歳は「趣味や仕事など他のことで気を紛らわせるように努めた」

（18.9％）が最も多く、30代以上の年代は「我慢した」が最も多くなっている。（図5-5-2） 

 

【図5-5-2 年代別 自殺を思いとどまった方法】 
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（６）自殺未遂の経験有無 
 

問22 これまでに自殺未遂の経験がありますか。 

 

【図5-6 自殺未遂の経験有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自殺未遂の経験があるかについては、「いいえ」（ない）が92.3％に対し、「はい」（ある）が

7.4％となっている。（図5-6） 

全国調査と比較すると、「いいえ」は全国調査（86.1％）より6.2ポイント高くなっている。 

 

《参考》「令和３年度自殺対策に関する意識調査」（厚生労働省） 

Q11 自殺未遂の経験 
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(n=2,008)
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13.3%

無回答

0.5%

(n=547)
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性別でみると、「はい」（ある）は男性（6.3％）より女性（8.3％）のほうが2.0ポイント高

くなっている。（図5-6-1） 

 

【図5-6-1 性別 自殺未遂の経験有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別でみると、「はい」（ある）は18～29歳（13.0％）で最も高く、次いで40代（9.8％）

となっている。（図5-6-2） 

 

【図5-6-2 年代別 自殺未遂の経験有無】 
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（７）身近な人から自殺を打ち明けられた場合の対応 
 

問23 もしも身近な人から「死にたい」と打ち明けられたら、どう対応するのが良いと思い

ますか。（複数回答可） 

 

【図5-7 身近な人から自殺を打ち明けられた場合の対応】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身近な人から自殺を打ち明けられた場合の対応については、「ひたすら耳を傾けて話を聞く」

が49.9％で最も多く、次いで「「なぜそのように考えるのか」理由を尋ねる」が25.2％、「「死

にたいぐらい辛いんですね」と共感を示す」が18.8％となっている。（図5-7） 

全国調査と比較すると、「ひたすら耳を傾けて話を聞く」は全国調査（38.3％）より11.6ポ

イント高くなっている。 

  

49.9

25.2

18.8

15.7

11.3
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4.1

3.7

1.0

24.8

0.0
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ひたすら耳を傾けて話を聞く

「なぜそのように考えるのか」理由を尋ねる

「死にたいぐらい辛いんですね」と共感を示す

「医師など専門家に相談した方が良い」と提案する

「死んではいけない」と説得する

「がんばって生きよう」と励ます

話題を変える

「つまらないことを考えるな」と忠告する

その他

わからない

無回答

(MA%)
(n=2,008)
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《参考》「令和３年度自殺対策に関する意識調査」（厚生労働省） 

Q13 身近な人から「死にたい」と言われたときの対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると、男女とも「ひたすら耳を傾けて話を聞く」が最も多いが、男性（43.5％）よ

り女性（55.5％）のほうが12.0ポイント高くなっている。（図5-7-1） 

 

【図5-7-1 性別 身近な人から自殺を打ち明けられた場合の対応】 
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「医師など専門家に相談した方が良い」と提案する
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年代別でみると、「ひたすら耳を傾けて話を聞く」は年齢が上がるにつれ割合が高くなり、

60代以上が56.9％で最も高くなっている。また、「「なぜそのように考えるのか」理由を尋ね

る」や「「死にたいぐらい辛いんですね」と共感を示す」、「「医師など専門家に相談した方が良

い」と提案する」「「死んではいけない」と説得する」はいずれも60代以上で最も高い割合と

なっている。（図5-7-2） 

 

【図5-7-2 年代別 身近な人から自殺を打ち明けられた場合の対応】 
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６．今後の自殺対策について 

（１）今後求められる自殺対策 
 

問24 自殺対策について、今後どのような対策が求められると思いますか。（３つまで選択可） 

 

【図6-1 今後求められる自殺対策】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後求められる自殺対策については、「相談窓口情報等のわかりやすい発信」が27.0％で最

も多く、次いで「相談体制の充実（メールやＳＮＳ等を用いた相談窓口の充実など）」が22.5％、

「必要な時に適切な医療が受けられる精神科医療体制の整備」が20.7％となっている。（図6-

1） 
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8.3
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31.5

0.0
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相談窓口情報等のわかりやすい発信

相談体制の充実（メールやＳＮＳ等を用いた相談窓口
の充実など）

必要な時に適切な医療が受けられる精神科医療体制の
整備

ゲートキーパーの養成やその役割の普及啓発

自殺の多くが追い込まれた末の死である事や自殺予防
の広報・啓発

子どもや若者の自殺予防対策（ＳＯＳの出し方教育の
推進など）

労働者への支援（職場におけるメンタルヘルスなど）

自殺未遂者への支援

債務や労働問題等の法律相談

女性に対する支援（妊産婦への支援など）

自死遺族への支援

その他

特にない

無回答

(3LA%)

(n=2,008)
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性別でみると、男女とも「相談窓口情報等のわかりやすい発信」が最も多く、男性（23.8％）

より女性（30.0％）のほうが6.2ポイント高くなっている。（図6-1-1） 

 

【図6-1-1 性別 今後求められる自殺対策】 
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年代別でみると、「相談窓口情報等のわかりやすい発信」は年齢が上がるにつれ割合が高く

なり、60代以上が36.3％で最も高い割合となっている。一方、「ゲートキーパーの養成やその

役割の普及啓発」や「自殺の多くが追い込まれた末の死である事や自殺予防の広報・啓発」は

18～29歳で最も高く、50代で最も低くなっている。（図6-1-2） 

 

【図6-1-2 年代別 今後求められる自殺対策】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性年代別でみると、「相談窓口情報等のわかりやすい発信」「相談体制の充実（メールやＳ

ＮＳ等を用いた相談窓口の充実など）」は男女とも60代以上が最も高い。「子どもや若者の自

殺予防対策（ＳＯＳの出し方教育の推進など）」は女性の18～29歳（18.2％）、30代（22.8％）

で割合が高くなっている。（図6-1-3） 
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【図6-1-3 性年代別 今後求められる自殺対策】 
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職業別でみると、自営業と自由業は「相談体制の充実（メールやＳＮＳ等を用いた相談窓

口の充実など）」が、学生は「自殺の多くが追い込まれた末の死である事や自殺予防の広報・

啓発」が最も多いが、それ以外の職業では「相談窓口情報等のわかりやすい発信」が最も多く

なっている。（図6-1-4） 

 

【図6-1-4 職業別 今後求められる自殺対策】 
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相談や助けを求めることへのためらい有無別でみると、そう思う、思わないにかかわらず、

いずれも「相談窓口情報等のわかりやすい発信」が最も多くなっている。（図6-1-5） 

 

【図6-1-5 相談や助けを求めることへのためらい有無別 今後求められる自殺対策】 
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うつと感じたことやうつ病と診断されたことの有無別でみると、「うつかもしれない」と感

じたことがある人では「相談窓口情報等のわかりやすい発信」（29.1％）が最も多く、次いで

「必要な時に適切な医療が受けられる精神科医療体制の整備」（25.2％）となっている。うつ

と感じたことがない人及びうつ病と診断されたことがある人では「特にない」が最も多く、

次いでうつと感じたことがない人では「相談窓口情報等のわかりやすい発信」（27.4％）、う

つ病と診断されたことがある人では「必要な時に適切な医療が受けられる精神科医療体制の

整備」（28.5％）が続いている。（図6-1-6） 

 

【図6-1-6 うつと感じたことやうつ病と診断されたことの有無別 今後求められる自殺対策】 
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自殺を考えたことの有無別でみると、本気で自殺をしたいと考えたことがある人及び考え

たことがない人では「特にない」が最も多く、次いで本気で自殺をしたいと考えたことがあ

る人では「必要な時に適切な医療が受けられる精神科医療体制の整備」（27.5％）、考えたこ

とがない人は「相談窓口情報等のわかりやすい発信」（27.3％）が続いている。死にたい気持

ちになったことがある人では「相談窓口情報等のわかりやすい発信」（28.8％）が最も多く、

次いで「特にない」（25.4％）となっている。（図6-1-7） 

 

【図6-1-7 自殺を考えたことの有無別 今後求められる自殺対策】 
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《資料》 

ＷＥＢ回答画面 
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